


【最寄駅からのアクセス】

■ JR 利用の場合

：JR 三ノ宮駅下車・西口改札／北側（JR 大阪駅から新快速電車で約 20 分）

■阪急電車利用の場合

：神戸三宮駅下車・西改札口（阪急梅田駅から特急電車で約 27 分）

■阪神電車利用の場合

：神戸三宮駅下車・西口（阪神梅田駅から特急電車で約 29 分）

■三ノ宮駅・三宮駅から

：徒歩で約 15 分。タクシーで約 8 分。

案内図

※仏教文学会ホームページ（http://bukkyoubun.jp/）にも

掲載しております。
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成
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六
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会

《
特
集
》
近
世
に
お
け
る
縁
起
・
僧
伝
の
集
成
と
展
開

近
世
に
お
い
て
、
前
代
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
寺
社
の
縁
起
や
高
僧
の
伝
記
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で

集
成
さ
れ
、
新
た
な
展
開
を
見
せ
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
同
時
代
の
情
報
は
ど
の
よ
う
に
汲
み
上
げ
ら
れ

て
い
る
の
か
。
近
世
成
立
の
種
々
の
作
品
に
記
さ
れ
た
縁
起
や
僧
伝
を
見
た
時
、
仏
教
文
学
研
究
の
立
場

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
興
味
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

神
戸
説
話
研
究
会
で
は
、
本
年
度
、
『
近
世
寺
社
伝
資
料

翻
刻
と
索
引
』
（
和
泉
書
院
）
を
刊
行
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
本
書
で
全
文
が
翻
刻
さ
れ
る
『
和
州
寺
社
記
』
（
寛
文
年
間
成
立
）
と
『
伽
藍
開
基
記
』

（
元
禄
五
年
刊
）
は
、
右
に
記
し
た
問
題
を
考
え
て
い
く
上
で
極
め
て
有
益
な
作
品
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
名
前
こ
そ
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
注
目
を

集
め
て
き
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
た
び
の
刊
行
な
ら
び
に
例
会
で
の
特
集

は
、
研
究
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
地
点
と
な
る
。

本
特
集
で
は
、
現
段
階
で
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
き
、
今
後
の
研
究
深
化
の
礎
と
な
る
べ
く
、
総
論
・

各
論
双
方
か
ら
報
告
を
行
う
。

＊

＊

＊

近
世
大
和
国
地
誌
史
に
お
け
る
『
和
州
寺
社
記
』
の
位
置

森
田

貴
之

寛
文
年
間
に
成
立
し
た
著
者
未
詳
の
大
和
国
を
対
象
と
す
る
寺
社
伝
集
で
あ
る
『
和
州
寺
社
記
』
に
つ

い
て
基
礎
的
考
察
を
加
え
る
。
ま
ず
、
本
書
の
主
た
る
出
典
と
な
っ
た
目
さ
れ
る
袋
中
上
人
『
南
北
二
京

霊
地
集
』
上
巻
部
分
（
奈
良
部
分
）
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
で
、
執
筆
時
の
現
状
を
重
視
す
る
寺
社
の
立

項
方
針
、
当
時
の
観
光
順
路
に
し
た
が
っ
た
配
列
方
針
、
名
所
旧
跡
へ
の
注
目
な
ど
、
『
和
州
寺
社
記
』
に

お
い
て
新
た
に
加
わ
っ
た
点
か
ら
『
和
州
寺
社
記
』
の
編
纂
意
識
に
つ
い
て
検
討
し
、
本
書
が
『
南
北
二

京
霊
地
集
』
の
よ
う
な
縁
起
集
か
ら
、
地
誌
的
性
格
、
特
に
名
所
案
内
記
的
性
格
へ
と
変
化
し
て
い
る
点

に
つ
い
て
述
べ
る
。

ま
た
、
『
和
州
寺
社
記
』
は
写
本
で
の
み
流
通
し
、
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
後
出
の
大
和
国

地
誌
『
南
都
名
所
集
』
『
大
和
名
所
図
会
』
な
ど
に
は
、
『
和
州
寺
社
記
』
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
箇
所

も
多
数
指
摘
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
書
を
近
世
大
和
国
地
誌
史
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
試
み
、
併
せ
て
、

本
書
の
諸
本
異
同
や
成
立
環
境
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

『
和
州
寺
社
記
』
の
「
名
所
」
へ
の
意
識
―
一
つ
書
き
記
事
よ
り
―

柴
田

芳
成

『
和
州
寺
社
記
』（
寛
文
六
年
・1666

）
に
は
、
主
と
し
て
寺
社
名
で
示
さ
れ
た
項
目
が
、
上
巻
に
三
一
、

下
巻
に
二
八
、
収
め
ら
れ
て
い
る
。
各
項
目
の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
社
の
縁
起
や
境
内
の
堂
塔
、
仏
像

の
紹
介
が
中
心
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
解
説
の
後
に
、
一
つ
書
き
の
形
式
で
、
寺
社
周
辺
の
川
や
森
、
樹

木
な
ど
に
関
す
る
記
事
の
み
ら
れ
る
例
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
一
、
佐
保
の
川
、
奈
良
の
北
は
つ
れ
に
流

る
ゝ
川
を
云
。
水
上
は
花
山
、
芳
山
の
間
よ
り
出
る
」（
上
三
・
般
若
寺
）
、「
一
、
寺
内
に
貫
之
が
梅
の
木

有
」
「
一
、
同
二
も
と
の
杉
と
て
名
木
有
」
（
下
一
七
・
長
谷
寺
）
な
ど
で
あ
る
。



本
発
表
で
は
、
こ
れ
ら
の
一
つ
書
き
に
注
目
し
て
、
奈
良
の
地
誌
関
連
書
に
お
い
て
本
書
が
は
た
し
た

役
割
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
こ
に
、
後
の
名
所
記
や
案
内
記
へ
と
通
じ
る
萌
芽
が
み
ら
れ
る
と
考
え
る
か

ら
で
あ
る
。
本
書
に
先
行
す
る
『
南
北
二
京
霊
地
集
』（
寛
永
元
年
・1624

、
奈
良
は
上
巻
）
で
は
、
寺
社

周
辺
の
地
名
や
事
物
に
関
す
る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
一
方
、
後
続
す
る
地
誌
に
は
「
名
所
」

を
書
名
に
も
つ
『
南
都
名
所
集
』
（
延
宝
三
年
・1675

）
、
『
奈
良
名
所
八
重
桜
』
（
延
宝
六
年
・1678

）
な

ど
が
現
れ
る
。
『
和
州
寺
社
記
』
が
取
り
上
げ
た
「
名
所
」
に
関
す
る
記
述
は
、
後
続
す
る
地
誌
類
に
ど
の

よ
う
に
継
承
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
具
体
的
な
例
を
示
し
な
が
ら
そ
の
様
相
を
探
っ

て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

『
伽
藍
開
基
記
』
の
可
能
性
―
懐
玉
道
温
の
目
指
し
た
も
の
―

山
崎

淳

『
伽
藍
開
基
記
』
（
十
巻
十
冊
）
は
、
黄
檗
派
の
僧
侶
・
懐
玉
道
温
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
元
禄
五
年

（1692

）
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
日
本
各
地
の
寺
院
（
少
数
な
が
ら
神
社
も
あ
り
）
に
つ
い
て
、

そ
の
沿
革
や
、
開
基
僧
の
伝
な
ど
を
記
述
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
黄
檗
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し

て
成
立
し
、
板
本
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
乗
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
、
極
め
て
近
世
的
な
作
品
と
言
え
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
古
代
か
ら
近
世
に
創
建
さ
れ
た
四
百
以
上
の
寺
院
を
収
録
し
て
い
る
点
、
粗
密
は
あ
る

も
の
の
地
域
が
東
北
か
ら
九
州
ま
で
に
わ
た
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
分
量
・
範
囲
は
、
近
世
に
お
け

る
縁
起
・
僧
伝
が
前
代
の
も
の
を
い
か
に
継
承
し
、
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
を
考
え
る
上
で
、
実
に
豊

か
な
材
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
今
後
求
め
ら
れ
る
の
は
、
収
録
さ
れ
た
個
々

の
寺
院
に
つ
い
て
の
丁
寧
な
検
証
、
同
時
に
作
品
を
絶
え
ず
総
体
と
し
て
把
握
し
て
い
く
視
点
だ
ろ
う
。

本
発
表
で
は
、
諸
本
の
位
置
付
け
、
典
拠
と
目
さ
れ
る
作
品
と
の
相
違
に
触
れ
つ
つ
、
そ
の
検
討
の
過

程
で
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
道
温
の
着
地
点
、
並
び
に
本
作
品
が
有
し
て
い
る
課
題
を
報
告
す
る
こ
と
に

し
た
い
。

刊
本
『
伽
藍
開
基
記
』
巻
第
七
と
四
国
遍
路

原
田

寛
子

―
元
禄
二
年
の
石
手
寺
仁
王
像
の
修
復
記
録
を
読
み
解
く
―

元
禄
五
年
刊
本
『
伽
藍
開
基
記
』
巻
第
七
は
、
所
謂
「
四
国
八
十
八
所
霊
場
」
の
寺
社
を
扱
う
巻
で
あ

る
が
、
当
巻
の
内
容
は
、
す
で
に
書
き
終
え
ら
れ
て
い
た
稿
本
の
段
階
に
お
い
て
、
序
文
（
元
禄
二
年
十

二
月
）
と
跋
文
（
同
三
年
七
月
）
の
年
紀
よ
り
後
、
丸
一
巻
分
が
追
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
指
摘
が

あ
る
。
そ
の
主
た
る
典
拠
と
さ
れ
る
の
が
、
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
元
禄
二
年
の
寂
本
『
四
国
徧
礼
霊
場

記
』
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
折
し
も
四
国
遍
路
が
盛
行
の
兆
し
を
見
せ
た
元
禄
時
代
に
お
け
る
先
駆
的
な
書

物
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

本
発
表
で
は
、『
伽
藍
開
基
記
』
巻
第
七
に
第
五
十
一
番
霊
場
石
手
寺
の
仁
王
像
（
金
剛
神
）
に
関
す
る

記
述
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
同
寺
に
「
仁
王
之
記
」
等
の
名
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
元
禄
二
年
の
修
復

記
録
を
読
み
解
き
、
そ
の
よ
う
な
時
期
に
、
時
事
の
話
題
と
し
て
著
者
道
温
が
四
国
八
十
八
所
の
一
巻
分

を
追
補
し
た
こ
と
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

同
時
に
、
石
手
寺
が
、
四
国
遍
路
の
開
創
と
い
う
点
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
「
右
衛
門
三
郎
」
伝
承
を

戴
き
、
元
禄
時
代
前
後
に
は
霊
場
と
し
て
総
合
的
に
伽
藍
を
再
興
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
も
触
れ
、
『
伽
藍

開
基
記
』
に
お
い
て
そ
れ
ら
が
ど
う
扱
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
も
言
及
す
る
。


